
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ期のめあて（６月６日～１０月５日） 
 

江別市立大麻小学校 
江別市大麻宮町２番地 

tell 011－386－5301 

学校だより ＮＯ．６ 

令和５年７月２４日 

「学習に集中しよう」 

 

                                 校長 鈴木 直道 

近年、線状降水帯という現象を頻繁に耳にするようになり、各地で大きな被害が発生しています。熱中症で搬

送されるニュースも毎日のように報道されています。学校では運動時等マスクを外すよう促していますが、校外

では自身での判断が大切です。学校では長期休業前に「夏休みの約束」を確認し安全指導を行います。いつ、ど

こで何が起こってもおかしくない時代にあって、「自分の命は自分で守る」という安全教育の根幹は本当に大切で

す。明日から夏休みに入ります。お盆等、交通量が増える時期もあります。ご家庭からもご指導をお願いします。 

さて、夏休みは旅行を計画されているご家庭も多いかと思います。ものを作る、料理をする、動植物を育てる、

是非子どもたちには様々な長期休業中でしかできない体験を大切にさせて下さい。一人一人の子どもたちがこの

夏休み、心に残る大切な時間を過ごすこと、安全で事故やけがなく過ごせることを心から願っています。 

 

６月 27 日に 3 年生が市内の工場、施設を見学する現地学習、7 月 6～７日には 5 年生の 

宿泊学習が行われました。宿泊学習では今年度初めて見学場所に加えた旭山動物園が、子ど 

もたちに大好評でした。今後も各学年の校外学習が続きます。夏休み明けすぐに 6 年生の修 

学旅行、９月に入ると１年生は円山動物園、4 年生は開拓の村、10 月には２年生が千歳水族 

館、よつば学級は新千歳空港ターミナルビルを見学する予定です。写真は宿泊学習に出発する 

際、6 年生がサプライズで５年生に向け、カウントダウンの掛け声とともに 2 階バルコニーか 

ら降ろした「いってらっしゃい！」の垂れ幕です。 

こういうところが大麻小学校の本当に素敵なところです！  

 

今年度も全校児童一人一人が平和への思いを込めて折り鶴を折り、「江別市平和のつどい」に児童会太陽が大麻

小学校を代表して届けました。折り鶴は広島市平和記念公園にある「原爆の子の像」に捧げられます。 

かつては大人たちの多くが戦争経験者で、私も当たり前に戦時中の話を聞いて育ちました。しかし今年 5 月、

ウクライナ侵攻や G7 広島サミットなどによる関心の高まりを契機に、光村図書出版社がアンケートを実施した

ところ、「身近に戦争経験者がいない子ども」は約７５％という結果になりました。直接的に戦争体験が語られる

時代は終わろうとしています。「子どもたちに戦争や原爆のことを伝えるために適切な方法」という設問の一位は

「学校の授業や教科書」で 7１％でした。ただ学校の教科書で伝えられることは、どの子にも同じ文章、同じ文

字数になります。身近に語ることができる人の存在が終わりを告げようとしている今、語られた人がいるならば、

語り継ぐことが大切だと思います。 

 多くを語る父ではありませんでしたが、私も父から中島飛行機武蔵製作所で受けた東京初の高高度爆撃、消防

車や消防士ごと目の前で下町が焼き尽くされた光景を子どもの頃に聞かされたことがあります。「どうして日本

は戦争になったの？」と父に聞くと暫く考えて、一言「あまりにも外交が下手だった。」と答えました。 

 戦後 78 年。外交は、Ｇ７や国連のような華やかな場面ばかりではありません。根本は子ども時代に学ぶ、人

と人の接し方にあると思います。我がことのみに囚われず、国際社会で語れる子どもたちが育っているか・・。

そもそも大人はどうだろうか。 

史実が伝え聞く人の言葉で真実性を持って語られるのは三代までだそ 

うです。私は第二世代。昨年度の学校便りにも私の体験を記しましたが、 

まだ子どもたちに伝えられる、伝えなければいけない世代だと思ってい 

ます。保護者の皆さんの中にも、祖父母やご親戚の方から聞いた体験が 

ある方もいらっしゃると思います。それは教科書にはない、大切なお話 

です。是非子どもたちに、語り継いであげて下さい。 

 



宿泊学習７月６日・７日：5 年生 

5 年生は、宿泊学習の活動を通 

して、仲間との絆を深めるために 

協力して準備作業を進めてきまし 

た。当日は、ちっくるでの遊具体 

験、ネイパル深川での焼き板制作 

やキャンドルサービス、旭山動物 

園見学など貴重な経験や楽しい思 

い出を作りました。たくさんの素 

敵な笑顔が見られた 2 日間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月の行事予定 
１日 火  

２日 水  

３日 木 教育講演会（江別市民会館） 

４日 金  

５日 土 ※8 月は土曜開放ありません  土曜開放なし 

６日 日  

７日 月 PTA 資源回収日 

８日 火  

９日 水  

１０日 木 学校閉庁日 

１１日 金 祝日 山の日 

１２日 土 土曜開放なし 

１３日 日  

１４日 月 学校閉庁日 

１５日 火 学校閉庁日 

１６日 水  

１７日 木 
麻ハピ 12：00～15：30 

転入生受付（13：30～） 

１８日 金 

B 日課 全校夏休み作品展（～2２日） 

夏休み図書返却週間（～24 日）ALT 

花壇手入れ週間 交通安全指導 

１９日 土 
土曜授業（3 時間） 

保護者引き渡し下校訓練（11：15～） 

２０日 日  

２１日 月 
B 日課 委員会⑥ 選管③ ALT 心の教室 

校外巡視期間（～2５日） 

２２日 火 ALT 

２３日 水  

２４日 木 修学旅行（6 年）1 日目 心の教室 

２５日 金 修学旅行（6 年）２日目 ALT 

２６日 土 土曜開放なし 

２７日 日  

２８日 月 学年作品展（１・４年）ALT 心の教室 

２９日 火 午前授業（長休み 10 分短縮）給食なし 

３０日 水 B 日課 ふれあい合同レク（よつば） 

３１日 木 心の教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習支援日・希望者のみ】 

７月２５日（火）～２７日（木）午前 

（２７日はイングリッシュサマースクールもあります） 
  ※参加申込は締め切っています。 

・悪天候等で実施できない場合は、７時頃一斉メールを配信します。 

※参加児童以外の全ご家庭に配信されますのでご了承ください。 

・参加できなくなった場合は、HP より欠席連絡をお願いします。 

※事前連絡がなく参加していない場合は、学校から確認のための連絡

をいたします。 

充実した夏休みに  
明日 7 月２５日（火）から２４日 

間の夏休みが始まります。休み中は 

時間の使い方が大事になります。有意

義な夏休みにするためにも、ご家庭で

も再確認とご指導をお願いします。 

・生活リズムを整える、体調管理や 

怪我・病気の予防 

・感染症対策や熱中症の予防 

 ※適切な換気の確保 

こまめな水分・塩分補給 

・水の事故や交通事故 

※遊泳禁止の場所に立ち入らない 

自転車の乗り方 

・校外での遊び方 

※行き先・帰宅時刻・金銭の使い 

方、公園のルールなど 

・ゲーム、スマホ、パソコンなどの 

ルール 

「校外生活のきまり」を確認し、充実 

した夏休みにしてください。 

 夏季休業期間における学校閉庁日のお知らせ 

～電話・来校に対応することができません～ 
学校における働き方改革の取組の一つとして、江別市の全ての小

中学校で「学校閉庁日」を設定しています。本校では、下記のとお

り学校閉庁日を設定することとしましたので、保護者の皆様のご理

解とご協力をお願いします。学校閉庁日には、教職員は出勤しませ

ん。万が一、命に関わるような事故や事件に巻き込まれた場合など

緊急の連絡が必要な時には、緊急連絡先(110 番や 119 番等)に連

絡してください。 

 学校閉庁日 ８月１０(木)・１４日（月）１５(火) 

江別市の働き方改革に伴う学校閉庁日の取組 

につきましては、下記ＨＰに掲載されています。 

機会がありましたらご覧ください。 
http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/site/kyouiku/68475.html 

江別市教育委員会が開設している相談窓口（一部）です。 
 
家庭児童相談：子育て支援課（家庭相談担当） 
子どものしつけ・言葉の遅れ・成長発達・心身の問題・非行・いじ
め・不登校など、18 歳未満の子どもの問題についての相談をお受
けします。 
電話：011-381-1236（月曜日～金曜日 9 時～17 時） 
 
電話教育相談 ：学校教育支援室教育支援課  
子どもの悩み事や心配事について、電話で相談を 
お受けします。 
電話：011-384-7830（月曜日～金曜日 9 時～17 時） 
 
いじめ・不登校相談 ：学校教育支援室教育支援課  
いじめや不登校等のことでの悩みや困り事についての相談を電話
で受け付けます。なお、メールで相談することも可能です。 
教育支援課代表メール（kyoikushien@city.ebetsu.lg.jp）宛に 
お送りください。 
電話：011-382-4044（月曜日～金曜日 9 時～17 時） 
 
※この他、臨床心理士やスクールソーシャル 

ワーカーに相談をすることもできます。 
詳しくは江別市教育委員会の相談窓口の HP 
をご覧になってください。 
https://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/site/kyouiku/12849.html 


